
町内において住宅を取得し居住した人に対して、
25万円～を補助。中学生以下の同居扶養親
族がいる場合、１人につき20万円を加算。

空き家バンク物件登録者と空き家バンク利用
登録者との間における登録物件に係る売買契約
または賃貸借契約を締結した者で、不要物撤去
費用の補助対象経費の２/３以内（上限20万円）、
改修工事などの補助対象経費の２/３以内を補
助（上限100万円）。

和水町に定住する意思があり、申請日時点で和
水町に住所を有する新婚世帯に15万円を補
助。

町外から和水町に移住を検討されている人を対
象に、町での暮らしを具体的にイメージしても
らうための施設（要予約）。
※１日あたり利用料　１号棟1,000円
　　　　　　　　　　２号棟1,500円
※利用期間　２日以上30日以内

　妻の地元の和水町か、私の地元の玉東町で家を建てようと土地探しをしていた
ところ、和水町が分譲する藤田さくらタウンのことを知りました。玉東町でも候
補の物件を検討しましたが、さくらタウンのゆとりがある敷地や静かな環境に惹
かれて購入を決めました。
　補助金制度については役場の担当の人から紹介があり、補助金を活用して家具
家電の購入など引っ越し資金に充てました。
　町外から和水町に引っ越してきましたが、ご近所の家族と一緒にバーベキュー
をしたり、果物のおすそ分けをいただいたり、人との距離が近くて支え合ってい
るような安心感があります。また、住んでいるところは静かで落ち着いた環境で、
山鹿や玉名などに行きやすく便利だなと思います。他には小さい子どもがいて病
院に行くことが多いので、子どもの医療費が18歳まで無償というところは助かっ
ています。今の場所に住み始めてちょうど一年になりますがとても満足しています。

定住促進補助金

定住促進補助金

空き家バンク活用促進事業補助金

新婚さん定住促進奨励金

お試し暮らし住宅

衛藤  惇さん
（藤田）

　空気が澄んで、井戸水も美味しく、素晴らしい自然環境の中でゆったり流れる時
間に、心身共に癒されました。また、区長さんへご挨拶に伺った際、皆さんの気さ
くで穏やかな雰囲気が非常に温かかったです。
　滞在期間中は、緑彩館やスーパー菊屋などで食材を購入し、お試し暮らし住宅で
ゆっくり料理を行い、庭の綺麗な紅葉を眺めながら美味しくいただきました。その
他にも、周辺を散歩するなど、ゆったりと充実した時間を過ごさせていただきまし
た。個人的にはサイクリングが好きなので、機会があれば今度は自転車を持参し散
策してみたいと思います。今回、お試し暮らし住宅に住むにあたり、多くの人にお
世話になりました。和水町の素晴らしさをより一層感じることができました。

お試し暮らし住宅

利用者
（荒尾市在住）

　昨年、婚姻届を役場に提出したときに窓口で奨励金のことを紹介してもらい申請
しました。申請書類は郵送で提出ができたため、仕事を休む必要もなく楽でした。
近いうちに子どもの出産をひかえているので、奨励金は必要なものを購入する資金
に充てたいと思います。
　私も妻も和水町出身なので周りに知り合いが多く、長く住んでいて良いなと感じ
ます。親も近くに住んでいるので、子どもが産まれると助かる場面が増えそうです。
また、子どもの医療費が高校生まで無償なのも良いと思います。

新婚さん定住促進奨励金

南  昌弥さん
　  優花さん
（江光寺）

　私が仕事の関係で先に和水町で生活をはじめておりましたが、２年ほど前、妻も
和水町で一緒に生活をすることになったので、家探しをはじめました。妻の友人か
ら「空き家バンク」という制度を紹介してもらい、今住んでいる家を見つけること
ができました。空き家バンクの補助金をつかい、玄関の修理や畳、ふすまの交換と
いったリフォームを行いました。補助金が無ければ、全体の１/３程度のリフォー
ムしかできていなかったと思うので、とても助かりました。
　地域の皆さんはとても親切で、良い関係を築くことができています。また、町内
には自分の得意なことをいかして活躍されている人がたくさんいらっしゃり、その
人たちと一緒に活動できるのも、大きな楽しみになっています。
　和水町は菊水インターや、新玉名駅など福岡や熊本市内へのアクセスがとても良
い場所にあります。さらに、空き家の広々とした空間はとても魅力で、修理をした
り使い方を工夫したりすることで、楽しみ方や可能性は無限にあると思います。多
くの人に和水町の空き家バンク補助金制度を活用してもらいたいと思います。

空き家バンク活用促進事業補助金

伊藤  康弘さん
　　  礼子さん
（内田）

和水に住む。
～移住定住支援事業の紹介～

地方の人口減少・少子高齢化が全国的に大きな問題となっています。過疎化が進む地域では、住環境の
悪化、公共交通の衰退、生活利便性の低下など、様々な問題が懸念されます。ここ和水町も例外ではあり
ませんが、地域の活性化を図り、和水町を将来に残していくために、様々な移住定住支援事業を実施して
います。今回はそれら支援施策を実際に活用された皆さんにインタビューを行いました。

和水町
主な移住定住
支援施策

制度の活用にあたっては、各種要件があります。詳細はまちづくり推進課　地域振興係（☎
0968・86・5721）または和水町移住定住支援センター（☎0968・79・7535）にお問い合
わせください。
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